
【概要】大規模氾濫減災協議会の取組を通した鉄道事業者等との連携について 資料－４

【本省鉄道局通知】
■背景

〇令和元年東日本台風（台風第１９号）による千曲川氾濫により、長野新幹線車両センターが浸水し、留置されてい
た車両１０編成が水没するなどの被害が発生

→各鉄道事業者は、車両避難計画の策定を含む浸水対策を検討中。
〇車両避難にあたっては、車両の避難計画立案や避難実施に一定の時間を要する

→よりリードタイムの長い防災情報（河川・気象情報）が必要。

■対策

〇関川及び姫川の浸水想定区域内にある鉄道事業者４社（下記一覧表）に対し、今後、情報提供方法および本協
議会への参画について協議していく予定。

〇具体的な方法として、国土交通省が運用している水位予測システムのＩＤ・パスワードを提供することで、インター
ネット上で、６時間先までの河川水位予測を閲覧可能にする予定。

関川及び姫川の浸水想定区域内にある鉄道事業者所管の施設等リスト

横断橋梁 浸水区域内の路線 浸水区域内の駅 ＪＲ東日本 ＪＲ西日本
えちごトキめき

鉄道（株）
北越急行（株）

ＪＲ荒川橋梁 ○

ＪＲ信越本線 ○

妙高はねうまライン ○

北越急行ほくほく線 ○

北陸新幹線 ○ 上越妙高駅より長野県側

直江津駅 ○ ○

黒井駅 ○

ＪＲ保倉川橋梁 ○

北陸新幹線姫川橋梁 ○

北陸本線姫川橋梁 ○

ＪＲ大糸線 ○ 南小谷駅より新潟県側

日本海ひすいライン ○

北陸新幹線 ○ 上越妙高駅より石川県側

姫川駅 ○

頚城大野駅 ○

根知駅 ○

姫川

チェック項目 管理者

備考河川

関川
＋

保倉川
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令和２年５月１８日 
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安 全 監 理 官      

                               （公印省略） 

 

 

車両避難の判断に資するリードタイムの長い防災情報の提供について 

 

 

令和元年東日本台風（台風第１９号）による千曲川氾濫により、長野新幹線車両セ

ンターが浸水し、留置されていた車両１０編成が水没するなどの被害が発生した。こ

れを受けて、各鉄道事業者においては、「新幹線における車両及び重要施設に関する

浸水対策について」（令和元年１２月２４日国鉄技第１１７号・国鉄施第２２１号）を

踏まえて、車両避難計画の策定を含む浸水対策を検討しているところである。 

車両避難にあたっては、車両の避難計画立案や避難実施に一定の時間を要すること

から、よりリードタイムの長い防災情報（河川・気象情報）が必要とされている。 

リードタイムの長い防災情報（河川・気象情報）は、現在、自治体向けに、国管理

河川について６時間先までの河川水位予測が地方整備局等から提供されているとこ

ろであるが、今般、水管理・国土保全局と連携し、鉄道事業者（ＪＲ、民鉄）も、水

防法に基づく「大規模氾濫減災協議会」（以下、「協議会」という。）に参画するこ

とによって、「社会経済被害の最小化」の観点から、これらの河川水位予測を含む防

災情報の提供を受けられることとした。ついては、所管の各鉄道事業者に対し、積極

的に協議会に参画し、車両避難等の一助として活用するよう指導されたい。情報提供

を受ける具体的な方法としては、国土交通省が運用している水位予測システムにアク

セスすることで上記６時間先までの河川水位予測をインターネット上で閲覧するこ

とが可能となる（別紙）。 

なお、鉄道事業者が協議会に参画することは、多様な主体が連携して洪水氾濫によ

る被害を軽減するためのハード・ソフト対策を総合的かつ一体的に推進するという協

議会の設置趣旨を理解し、関係者とともに洪水氾濫による被害軽減に取り組むことと

なるため、これを各鉄道事業者に周知するとともに、各地方運輸局におかれても、地

方整備局等と鉄道事業者とが円滑に連携するために関係する協議会に参画されたい。 

また、鉄道事業者の協議会への参画にあたっては、事務手続きを円滑に進める観点

から、各鉄道事業者が個別に協議会の事務局にアクセスするのではなく、各地方運輸

局において、各鉄道事業者から各協議会への参画希望を聴取し、とりまとめた上で、

各協議会に伝達することとされたい。本通達による鉄道事業者の協議会への参画状況

については適宜報告されたい。 
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防災情報の提供の具体的な方法について

○国土交通省が令和元年9月から運用している「水害リスクライン」※において、現状の3時間よりも長いリードタイム
（6時間先）を持つ河川水位予測を提供。
※災害の切迫感を分かりやすく伝える取組みの一つとして、上流から下流まで連続的に洪水の危険度が分かる「水害リスクライン」による水位情報の
提供を令和元年9月から実施中。（自治体向け（6時間先まで提供）、一般向け（3時間先まで提供）の2種類を運用中）

○水系毎に設置される大規模氾濫減災協議会に参画する本社もしくは支社単位においてID・パスワード（自治体向
けに発行しているものを協議会に参画する鉄道事業者に提供）を入力することで、国管理河川の6時間先の河川水
位予測やカメラ映像等の情報を閲覧できる。
【参考】一般向けの水害リスクラインでは、現況の洪水の危険度レベル、観測所水位等を閲覧可能。（ https://frl.river.go.jp/ ）

水害リスクラインへのログイン 6時間先までの洪水の危険度分布予測

大規模氾濫減災協議会に
参画する際に提供される

ID・パスワードを入力

6時間先までの水位予測（水位観測所）河川の現況カメラ映像

水位観測所の現況
水位、6時間先まで
の予測水位を確認可
能。

6時間先までの洪水
の危険度分布予測を
確認可能。

現況カメラの映像を
確認可能。

別紙
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※６時間先までの水位が確認出来る市町村向け水害リスクラインについては、上越市及び糸魚川市に対し、令和元年3月25日付け国北整高河管第130号で通知済み。
（妙高市は直轄範囲外のため対象外）
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